
                                

                                   

平成２８年３月１４日 

各 位 

 

会 社 名  株 式 会 社 パ イ オ ラ ッ ク ス 

代 表 者 名  代表取締役社長  島津  幸彦 

(コード：５９８８ 東証第一部) 

問 合 せ 先  経営管理部長  長村 由紀夫 

(TEL.０４５－７３１－１２１１) 

 

 

連結子会社との吸収合併（簡易合併・略式合併）に関するお知らせ 

 
 

当社は、本日開催の取締役会において、平成 28 年 10 月１日を効力発生日として、当社

の完全子会社である株式会社ピーエスティーを吸収合併することを決議いたしましたので、

下記のとおりお知らせいたします。 

なお、本合併は、完全子会社を対象とする簡易合併・略式合併のため、開示事項・内容

を一部省略して開示しております。 

 

 

記 

 

 

１．本合併の目的 

   当社グループにおける国内生産体制再編成の一環として、金属プレス事業の統廃合を

実施し、経営資源の効率的活用および顧客向け部品供給体制の充実を図るため。 

 

２．本合併の要旨 

 （１）本合併の日程 

    取締役会決議日  平成 28年３月 14日 

    合併契約締結日  平成 28年７月 25日（予定） 

    合併の効力発生日 平成 28年 10月１日（予定） 

（注）本合併は、会社法第 796条第２項に定める簡易合併（当社）、および同法

第 784条第１項に定める略式合併（完全子会社）に該当いたします。 

 

 （２）本合併の方式 

    当社を存続会社とする吸収合併方式で、完全子会社は解散いたします。 

 

 （３）本合併に係る割当ての内容 

    消滅会社は当社の完全子会社であるため、本合併に際して対価の交付および当 

社の資本金の増加はありません。 

 

 （４）消滅会社の新株予約権および新株予約権付社債に関する取扱い 

    該当事項はありません。 

 

 

 

 

 

 



                                

 

３．本合併の当事会社の概要（平成 27年３月 31日現在） 

 吸収合併存続会社 吸収合併消滅会社 

(1)商号 株式会社パイオラックス 株式会社ピーエスティー 

(2)所在地 横浜市保土ヶ谷区岩井町 51番地 横浜市保土ヶ谷区岩井町 51番地 

(3)代表者の役職・氏名 代表取締役社長 島津 幸彦 代表取締役社長 福井 敏夫 

(4)事業内容 コイルばね、薄板ばね、ワイヤーフォ

ーム、金属および合成樹脂ファスナ

ー、ユニット機構部品の製造および販

売 

自動車プレス製品の製造・販売

および金型の製造・販売 

(5)資本金 2,960百万円 60百万円 

(6)設立年月日 1939年９月 24日 2001年 12月 19日 

(7)発行済株式数 13,084,700株 1,200株 

(8)決算期 ３月 31日 ３月 31日 

(9)大株主 

(平成 27年９月 30日現

在) 

株式会社佐賀鉄工所      15.40％ 

ﾋﾞｰﾋﾞｰｴｲﾁ ﾌｵｰ ﾌｲﾃﾞﾘﾃｲ ﾛｰ  ﾌﾟﾗｲ

ｽﾄﾞ ｽﾄｯｸ ﾌｱﾝﾄﾞ 

（ﾌﾟﾘﾝｼﾊﾟﾙ ｵｰﾙｾｸﾀｰ ｻﾌﾞﾎﾟｰﾄﾌｵﾘｵ） 

7.01％ 

株式会社ﾊﾟｲｵﾗｯｸｽ          5.67％ 

日本ﾏｽﾀｰﾄﾗｽﾄ信託銀行株式会社（信託

口）                  3.96％ 

日本ﾄﾗｽﾃｨ･ｻｰﾋﾞｽ信託銀行株式会社

（信託口）         3.57％ 

株式会社ﾊﾟｲｵﾗｯｸｽ    100％ 

 

(10)直前事業年度の財政状態および経営成績 

決算期 平成 27年３月期（連結） 平成 27 年３月期（単体） 

純資産額 69,877百万円 483百万円 

総資産額 82,794百万円 559百万円 

1株当たり純資産額 5,747.00円 402,724.42円 

売上高 59,507百万円 513百万円 

営業利益 8,080百万円 △３百万円 

経常利益 9,209百万円 △２百万円 

親会社株主に帰属する

当期純損失(△)又は当

期純利益 

 

6,300百万円 

 

△３百万円 

1 株当たり当期純利益

又は当期純損失(△) 

 

511.31円 

 

△3,226.43円 

 

４．合併後の状況 

本合併による当社の商号、本店所在地、代表者、事業内容、資本金および決算期に変更は

ありません。 

 

５．本合併後の見通し 

本合併後は、完全子会社との合併であるため、連結業績への影響は軽微であります。 

以上 

 

（参考）平成 28年３月期連結業績予想（平成 27年５月 12日公表分）    （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 

当期業績予想 

（平成 28年３月未） 
63,000 8,300 8,800 5,900 

 


